
ハイスペック一辺倒による“コア化”が深まる中、稼動向上の“カギ”はライトミドル！ 

 

【前段】 

・LT（ラッキートリガー）機が一般に大きく認知されたのは、およそ１年半前の2024.年 3月に登場

したサミー製パチンコ機『P 北斗の拳強敵』で、当時は遊技機を扱うホールも市場投入時のプレーヤ

ー反応に懐疑的な点もあったと記憶しています。LT（ラッキートリガー）機能は、その名の通り「ラッ

キーのキッカケ」となる大当たり搭載が可能となり、前述した『P北斗の拳強敵』は甘デジのカテゴリ

1/99.9 ながら、LT 突入時期待出玉が約 10,300 個という大きな恩恵ある機種開発が可能にな

ったのは特徴的でした。 

・同機のスペックは 1/99.9 の大当たり確率、50％の RUSH 突入、継続率 70％と平均的という

一方で、この LTの「HYPER強敵 RUSH」突入時の期待出玉が約 10,300個という特別な機能・

恩恵がある、まさに「LTを目指す＝従来の大当たり確率以上の大きな獲得出玉」と言った部分が支

持されユーザーの遊技行動は変化、より大きく稼働を押し上げ飛躍的に伸長した経緯があります。 

・また甘デジと同等の「軽い大当たり確率」もあって、多くのユーザーが「LT突入＝恩恵」という成功

体験を数多く経験したことで、現在では「LT 機能のない遊技機は避けられる」傾向になるまで一般

化したわけです。下表は当時と現在の営業成績の比較です。 

（LT機登場期の営業成績 出典 個人調査による） 

導入週 現在

2024.03 2025.07

アウト 37,820 8,230

売上 62,025 15,061

粗利 7,512 3,004

玉単価 1.64 1.83

玉粗利 0.20 0.37

導入週 現在

2024.04 2025.07

アウト 39,170 5,020

売上 69,723 10,391

粗利 11,539 2,113

玉単価 1.78 2.07

玉粗利 0.29 0.42
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【LT登場から現在の状態は？】 

・ホール目線で考えても、この“LT機登場”当初は低迷を続けていたパチンコ市場の救世主でありま

した。その後は一気に LT機が普及し現在に至ります。しかし問題点は、その後、LT機登場当初から

「ほとんどパチンコ稼働が伸びていない」という事実です。 



・その理由の一つが、より LT 突入時の恩恵を強くするため低ベース・出玉スピード特化型の開発が

トレンドとなり射幸が高くなった、つまり金銭的に遊技のハードルが上がった点は稼働減の大きな

要因と考えられます。 

（パチンコ LT機登場からの推移 出典；独自調査による） 

年度

月間 3月 6月 9月 12月 3月 6月

平均稼働 10,440 10,290 10,690 10,310 10,380 10,010

平均玉単価 1.91 1.95 1.96 1.99 1.95 1.98

平均玉粗利 0.29 0.31 0.31 0.32 0.31 0.31

2024年 2025年

 

 

・そして、今年「令和７年７月７日」より「LT3.0 プラス機」設置解禁日となりました。主な機種の営業

成績は以下の通りです。 

（パチンコ LT機登場からの推移 出典；独自調査による） 

導入週
2025.07

アウト 38,460
売上 86,150
粗利 9,214
玉単価 2.24
玉粗利 0.24
アウト 32,610
売上 74,677
粗利 8,896
玉単価 2.29
玉粗利 0.27
アウト 20,490
売上 48,356
粗利 6,677
玉単価 2.36
玉粗利 0.33
アウト 21,400
売上 49,006
粗利 7,097
玉単価 2.29
玉粗利 0.33
アウト 43,960
売上 97,591
粗利 12,668
玉単価 2.22
玉粗利 0.29
アウト 36,220
売上 77,149
粗利 12,080
玉単価 2.13
玉粗利 0.33
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・7月 7日、多くのメーカーから様々なタイプの「LT3.0プラス機」が登場しましたが、結果、営業成

績は従来の入替と変わった点は少なく、「あまり変わらない」という感想が多かったです。「LT3.0

機」の特徴や従来機の違いについては、今後時間の経過とともに認識も広がっていくと期待すると

ころですが、ミドルタイプのサミー製パチンコ機『e東京リベンジャーズ』が初動で最も高い稼働実績

でした。ここに、機種選択のヒントがあると思います。 



・LT3.0 プラス機は登場した機種それぞれ特徴あるスペック性能であったものの、最初に「LT 突入

チャンス・機会を数多く得る」為に、まず「大当たりしやすい確率の機種を選択する」という心理的な

思惑が働き、その後の遊技行動・機種選択も行われた、と推測することが出来ます。 

・当然 LＴ機能も「見返りの大きさ」を各メーカーが競い合って今後開発していくことが容易に想像

出来ますが、パチンコは「低ベース化」問題と「大当たり確率と見返りの大きさのバランス」という部

分に開発の競争ステージも変容していくことでしょう。改めて、新機種の購買基準・適正台数、スペ

ックシェアの見極めが、他店との差別化要因になってくるのではないでしょうか。 

 

【ライトミドルスペックの推奨】 

・今後、さらに客数増を継続的に目指すならば「ライトミドルスペック」機を一定台数設置することを

推奨したいと思います。 

・その理由として、京楽産業.の人気機種『P 魔法少女まどか☆マギカ』『P にゃんこ大戦争』、大都技

研の『e ぱちんこ押忍！番長 漢の頂』の成功・高稼働の例があります。それぞれ“版権力”や“認知度”

等に特徴はありますが、この 3機種に共通しているのは「LT機でライトミドルスペック機」という点

です。 

・つまり 1/399 や 1/319 のミドルタイプだと、LT 突入まで金銭負担が大きく何度も遊べないと

いう「ハードルの高さ」を感じ、1/99 の甘デジカテゴリであると「LT 突入時の特典（出玉や継続率）

では満足できない、投資分回収を見込めない」という、そういったプレイスタイルを持ったユーザー

が支持したスペック帯が、この「ライトミドル」です。 

（ヒットした LT機能付き、ライトミドル機の基本スペック） 

項目 P魔法少女まどか☆マギカ3 Pにゃんこ大戦争　多様性のネコ eぱちんこ押忍！番長　漢の頂

大当たり確率 1/199.9 約1/155 約1/179.5

RUSH中 1/62.2 約1/26.4 約1/99.5

LT突入率 55%（1%がLT突入） 約1/4 25%

継続率 約87% 約88% 約80%

RUSH回数 120 転落タイプ（約/155で終了） 157
 

 

・ライトミドル機の特徴は「ミドル機より、初当たりまでの投資金額が概ね予想出来る」「運よく LT突

入した場合、恩恵がより大きい（ミドルスペック並みの）期待感がある」という、モチベーションがあ

るようです。 

（ヒットした LT機能付き、ライトミドル機の現在の営業成績） 

項目 P魔法少女まどか☆マギカ3 Pにゃんこ大戦争　多様性のネコ eぱちんこ押忍！番長　漢の頂

アウト 9,350 9,440 16,820

売上 20,757 20,674 36,499

粗利 3,143 3,597 5,818

玉単価 2.22 2.19 2.17

玉粗利 0.34 0.38 0.35  

 



・既に貢献稼働週を終え、撤去台数も増えているようですが、運用次第ではまだまだ根強い支持が

伺えますし、改めて上記 3機種のポテンシャルの高さを感じます。 

 

【ターゲットを意識し、積極的にライトミドル機の導入を！】 

・本来「LT3.0プラス」機は、出玉の総量規制が緩和されただけでなく、時短時での開放パターンの

豊富さや、出玉のその”出方やバリエーションの多さ“等により、多様なゲーム性を体感できる機種

が今後登場するはずです。その部分は期待しかありませんが「ミドルスペック＋LT機」は、出玉は多

いものの、出玉の波は荒く遊技単価の上昇はユーザー離反のリスクがあるので注意が必要です。特

に購入台数や設置シェアは、地域や顧客の嗜好性等を十分考慮し、ターゲットを意識した選択が重

要だと考えます。 

・また、ライトミドルスペック機もミドル機同様「低ベース・出玉の波の荒さ」と言った特徴を持つ機種

が登場すると思いますが「いったい誰に、1回どのくらいのお金で、遊んでもらうか？」を意識した

機種選択をして欲しいと思います。 

・当社は、毎月「未来研究会」を主宰し、業界の今日的課題と解決に向けた施策提案を行っていま

す。景況感・社会情勢・市場動向などのマクロ経済から、遊技機情報・機種運用方法の研究・業界トレ

ンドに至るまで、幅広く最新情報の提供に努めています。是非、興味・関心のある方はご一報くださ

い。 

以上 


